
学校法人SOLAN学園は、子ども主体の探究学習を軸に、ICTや英語教育を活用した先進的な学びを展開
する私立校。自然豊かな環境を活かし、ビオトープ整備や森林観察などの体験を通じて、環境意識を育む
教育にも力を入れています。学びと環境保全を融合させた独自の教育が特徴です。子どもたちは地域の自
然とふれあいながら、環境問題を「自分ごと」として捉え、持続可能な社会づくりに必要な視点と行動力を育
んでいます。今回は、副校長の三宅貴久子さんにいろいろとお話を伺いました。

で、学年が上がるにつれて「ビオ
トープを作る意味って？」「より良
い環境って何だろう？」といった
問いが自然と生まれてきました。
そうした問いに対して、子どもた
ち自身が考え、調べ、行動するよ
うになっていった姿を見て、環境
活動を続けていて本当によかっ
たなと感じています。

1年生の児童が、「自分たちが
飼っていたザリガニが過ごしやす
い環境を作りたい」という思いか
ら活動が始まりました。その思い
や願いが実際に形になったこと

●環境活動を継続して始
めたきっかけは何ですか？

2021年、開校当初の1年生が、
ザリガニを水槽で飼っていました。
「なんか水槽じゃ、かわいそうだ
なあ」「もっと広いところでのびの
びと過ごさせてあげたいな」とい
う声が出てビオトーププロジェクト
を立ち上げました。専門家の方に
もきていただき、ビオトープにつ
いて学び、学校のグラウンドの端
にビオトープを作ることになりまし
た。子どもの興味・関心から始
まった環境活動です。

環境学習の様子
（小学４年生）

五感を使って自然を
味わう体験こそ、環
境活動に取り組む原
点ではないかと考え
ます。

学校法人SOLAN学園
副校長 三宅貴久子さん

●環境活動を続けてよかっ
たと感じることはありますか?

私が環境活動を続けるうえでの
原動力は、子どもと過ごした川で
の体験です。放課後には川を観
察し、大潮のときには川底に降り
てみたり、源流を探す旅に出か
けたりと、さまざまな角度から川
を見つめてきました。ある日、子
どもの提案で釣りをしていたとこ
ろ、ウナギが釣れたこともありま
した。干潟ではマメコブシガニを

発見するなど、日々の観察の中
で新しい発見が次々とありました。
源流を探す活動では、川の始ま
りとなる一滴の水を見つけた瞬
間、子どもたちとともに大きな感
動を味わいました。冬に源流を訪
れた際には、あたり一面が銀世
界となり、神聖な空気に包まれて
いたことを今でも鮮明に覚えてい
ます。今ではインターネットで多く
の情報を得られますが、自然の
中に身を置き、五感で感じる体験
こそが、環境活動に取り組む原
点だと感じています。こうした体
験が、私の活動を支える大切な
「思い」であり、未来を担う子ども
たちにもぜひ伝えていきたいです。

●環境活動を続ける上で、
支えとなっている「思い」は
何ですか？



瀬戸市内の海上の森において、「健全化
10年プロジェクト」で計画した里山の森
の森林再生及びコアジサイ・ヤマザクラ
群落周辺の保全整備に加え、里山サテラ
イト内にある休憩施設の再整備を実施し
ました。

ヒノキの間伐材で、古
民家がある里山サテラ
イトの木製ベンチを作
り替えました。皆さん
に気持ちよく使っても
らえると思います。

理事長 髙山 康博さん 参加した方の声

森・緑の育成活動

特定非営利活動法人
海上の森の会

愛知万博記念の森
「海上の森 健全化10年プロジェクト」

森づくりグループの活動は、急
傾斜で足場も悪く各メンバーが
周囲を注意しながらの作業とな
ります。常にスキルアップを心
がけて行う姿勢は、活動の模範
となっています。

水と緑の恵み体感

水源地をめぐる旅

東三河産材を利用した箸づくりを体験したほ
か、大島ダムの見学や、現在建設中の設楽ダ
ムについて模型を使った説明を受けるバスツ
アーを実施し、水源地への理解・関心を深め
ました。

豊橋市企画部政策企画課
伊藤 友香 さん 参加した方の声

豊橋市

「水」や「水源林」について、
身近に感じるとともに、豊川
(とよがわ)水源地への関心が高
まり、水と森の関係への理解を
深めることができたのではない
かと思います。

身近な水と森林という
テーマがはっきりしてい
てわかりやすかったです。
生活に欠かせない水や森
のことを考えるきっかけ
になりました。



太陽・自然の恵み学習

幸田町

幸田町環境経済部環境課 壁谷 洸紀さん

参加した方の声

幸田町内の公共施設、保育園や小学校等で
緑のカーテンを育成しました。
また、小学生を対象に環境学習講座を開催し、
近年の環境問題やエコ活動を学習してもらう
ことで、二酸化炭素の排出量削減につなげて
います。

緑のカーテン事業と環境学習講座

緑のカーテンがあることで、日陰の確保ができ涼しい
環境が整うので、とても助かっています。

緑のカーテンは、温度上昇を抑えたり温室効果ガスの
削減に貢献するだけでなく、野菜を収穫したときの喜
びやきれいな花を見たときの豊かさや安らぎも与えて
くれています。

森林生態系保全の学習

名古屋経済大学の所在する本宮山南麓（犬山
市）で、植生調査、植物名ラベル作成、及び水質
調査を行いました。また、先行する里山整備の事
例として、犬山里山学センター、今井森林愛護会
などで学習活動を行いました。

参加した方の声

本事業では、地域のNPOや学術機関の協
力を得て、学生・市民が尾張北部の生態
系を学ぶ学習活動やキャンパス里山化を
めざした活動を展開しています。

犬山学研究センター長
中村 真咲さん

大学に近い本宮山周辺
に貴重な生態系が残さ
れていることを誇らし
く思いました。これを
将来に継承していくこ
とが今後の課題だと思
います。

本宮山南麓の里山生態系学習プロジェクト
～体験型の里山学習拠点の実現をめざして～

名古屋経済大学



独自提案による環境保全活動・環境学習

の募集

特定非営利活動法人

アースワーカーエナジー

天使の森プロジェクト

岡崎市東端中山間地において、未利用人工林を
伐採利用し、跡地を生物多様性豊かな林にする
ための植樹を1,000本程実施しました。また天使
の森と山麓で自然観察会や環境学習教室を開催
して、小学生・中学生から大人まで生物多様性の
豊かな林の大切さを学習しました。

参加した方の声理事長 小原 淳 さん

私は小学生ですが教科書
に私の行った天使の森が
載っていました。次回は
ぜひボーイスカウトの仲
間を誘って森づくりをし
たいです。

天使の森の植樹活動は10年目を迎
え、みんなで植えた苗木が森になっ
て来ました。続けて来ていただける
方も多く、自分の森としての意識が
高まってきています。

知多半島生態系ネットワーク協議会

地域の学生や専門家が参加するワークショップ
によって生まれたアイデアをベースに、株式会
社豊田自動織機東知多工場の敷地内に、陸生
の昆虫などのすみかとなる生き物マウンドを造
成しました。

参加した方の声

生態系ネットワーク形成

ワークショップで生まれたアイデアが、学生仲間や専
門家の助言で具体化され、実際に施工されたことに達
成感を得られました。

会長 大東 憲二さん

知多半島における生態系ネットワーク形成
～異なる特徴を有するモデル地区における
生態系ネットワーク形成の計画と施工～

周辺で伐採した外来種の枝葉などを再利用したり、工
場で発生した廃棄物をリサイクルした溶融還元石（エ
コストーン）を利用するなど、再生をテーマとした生
き物共生施設となりました。


